
【外国人に対する意識の向上を目指す取組】
◇学習資料の作成・配布
人権が尊重される社会や地域を築く人間

の育成を目指し、各学校で活用いただくた
めの人権教育学習資料集「なかまととも
に」を作成・配布しています。この中に、
外国人との共生に向け、違いを豊かさと捉
え、偏見や差別を克服する力を身に付ける
ことをねらいとする教材を掲載しています｡

◇外国人教育講演会
教職員を対象に、外国人児童生徒に関す

る指導についての理解を深め、学校現場に
おける取組に役立てることを目的とした講
演会を開催しています。

【外国人児童生徒の学習権を保障する取組】
◇日本語指導教員の配置等
日本語指導の必要な外国人児童生徒が在
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外国人にとっても暮らしやすい社会を目指して コ ラム

　かつて、アメリカの社会は、さまざまな具
材が煮とけたシチューにたとえられました。
最近では、それぞれの野菜がそれぞれの味わ
いや歯ごたえを残した、サラダボウルのよう
だと言われます。
　さて、私達は、さまざまな文化的背景をも
ちよって、どのような奈良、そして、日本を
つくっていくのでしょうか。異なった人を非
難したり、排除したりすることは、相手を傷
つけるだけではなく、いずれ自分自身を息苦
しくすることでもあります。私達ひとりひと
りが、すでにもう、国境を越えて依存しあう
時代を生きているのです。多様であること
が、強みであり、豊かさであることを、ひと
つひとつ確かめていきましょう。

　現在、日本には２１２万人を超す外国籍の
方々が暮らしています。これは実に、６０人に
１人にあたります。奈良県には約１１，０００人
の外国籍住民がおり、日本国籍をもちながら
外国にルーツがあるという人々を加えると、
その数はもっと多くなります。私の勤務する
大学にも、留学生はもちろん、在日コリアン
や幼少期に家族と来日した学生などが在籍
し、切磋琢磨しています。
　海外に住む日本人も多くいます。親の勤務
等で海外に暮らす子どもの数は、義務教育段
階だけでも７万７，０００人にのぼっています。
　このように、国籍や民族の異なる人々が共
に暮らす状況は、いまや世界各地でごく日常
的な風景になっています。ちなみに、この２
年連続で、私の教え子がマレーシアの日本人
学校に就職しました。この夏、彼女達を訪ね
てきました。大きなモスクにも感動しました
が、同じ通りに中国寺院とヒンズー寺院が並
んでいるのにも驚きました。聞けば、マレー
シアには、マレー系だけでなく、中華系、イ
ンド系、そして、１万人ほどの日本人が住ん
でいるそうです。カレーのような中華のよう
な、滋味深い土地のお料理は、こうした多文
化の中で生まれたのですね。
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『さようなら、オレンジ』

異郷で言葉が伝わること――
それは生きる術を獲得すること。尊厳を取り戻すこと。

　自分が生きる道をつかみたい…。故国を遠く離れ、子どもを抱えて暮らす
女性たちは、たがいに支え合いながら、各々の人生を切り開いていく。
オーストラリアの田舎町に流れてきたアフリカ難民サリマは、夫に逃げら

れ、精肉作業場で働きつつ二人の息子を育てている。母語の読み書きす
らままならない彼女は、職業訓練学校で英語を学びはじめる。そこには、自
分の夢をなかばあきらめ夫について渡豪した日本人女性「ハリネズミ」との
出会いが待っていた・・・。

渋谷　真樹 さん

外国籍市民とともにつくる社会へ

籍する学校に対し、そのための教員を配置
したり､｢日本語テキスト」の配布を行った
りしています。
◇県立高校入学者選抜における特例措置
原則として小学校第４学年以上の学年に

編入学した外国人生徒等に対し、特例措置
を行っています。
※学力検査（数学、英語）、作文の得点並びに面
接の結果等を考慮して、総合的に判定します。

◇母語通訳者派遣事業
県立学校において、母語による意思疎通が
必要な外国人保護者との円滑なコミュニケー
ションを図るため、三者懇談や家庭訪問時に
通訳者が同席できるようにしています｡
◇在日外国人中学生・高校生等のための

進路ガイダンス(委託事業)
県内の在日外国人中学生・高校生の進学

や就職に向けての不安を取り除き、将来展
望を豊かにすることをねらいとして、就
職・進学に関する制度について説明した
り、外国人の先輩を招いて体験談を伝えた
りしています。
◇日本語指導研修会（委託事業）
日本語指導が必要な児童生徒を担当する教
員等を対象に、日本語指導力の向上を図るこ
とを目的とする研修会を開催しています｡

　奈良県に在住する外国人は、2013（平成25）年末で10,819人であり、国籍は96ヵ国に及んで
います。こうした状況の中、日常生活において外国の文化を身近に感じる機会も増えています。
　その一方で、日本人が抱く「外国人」に対する画一的なイメージ（例えば､｢外国人は必ず外国
語が話せる｡｣など）は、時として一人一人の外国人の個性を否定し、外国人にとって暮らしにく
い日本社会の形成につながることもあります。
　奈良県教育委員会では、文化や言葉の違いを尊重しながら共に暮らせる社会の実現を目指し、
様々な取組を進めています。

　　外国人にとって暮らしやすい社会は、同時に日本人にとっても暮らしやすい社会である
ことは言うまでもありません。すべての人が「ここに暮らして良かった｡｣と言える社会の実
現に向け、皆様のご理解とご協力をお願いします。

〈｢なかまとともに小学校２｣より〉

※

奈良県教育委員会事務局　人権・地域教育課　人権教育係　　☎0742－27－9858
【お問い合わせ先】

奈良教育大学教授。東北や関東を
転 と々した後、２０００年から奈良教
育大学に勤務。お茶の水女子大学
大学院博士課程修了。ロンドン大学
で３年間研究した。専門は異文化
間教育で、多文化社会に生きる子ど
も達の教育について研究している。
最近の著書に、『「往還する人々」の
教育戦略』、『日本の外国人学校』
（ともに明石書店）がある。
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